

















工 Aて孟f:与 博 士
第 7 4 6 7 号









































最適構成問題では， 2 -3木に関する探索モデルについて， 2-結果比較器を用いて見出し比較回数
をコストとする最適構成問題および疎モデル2-3木で探索コストを木の節内および節外の路長を一
般化したコストとする最適構成問題を取り上げ，それぞ、れの場合について最適木を明らかにし最適木
の構成アルゴリズムを考案している O
以上のように本論文は，高さ平衡木の平均路長に関連した問題を解明し，工学的にも有用な平衡木の
特徴と最適構成に関する新しい知見を得ているものであって，情報工学ならびシステム工学に寄与する
ところが大きい。
よって本論文は博士論文として価値あるものと認める O
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